
１	オランダで10年に一度開催される『フロリアー
ド2012』で金賞・優秀品種に認定された。

２	右が４倍体。従来の２倍体（左）と比べ、花は
丸みを帯び、やや小さめになった。

３	バラに関する研究では、消費者の好みや意識調
査のための資料も作成している。

生産現場と積極的に交流し、
園芸産業に貢献したい。

3
年
か
け
て
開
発
し
た
、

新
種
の
ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
。

　

園
芸
学
研
究
室
は
、
園
芸
生
産

に
関
わ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
産
業
界
と
密
接
な
関
係

を
持
ち
、
生
産
現
場
と
連
携
し
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
岐
阜
県
の
鉢
花
生
産
量

は
、か
つ
て
の
13
位
か
ら
3
位
へ
と

躍
進
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
、『
岐
阜
花
き
流
通
セ
ン
タ
ー
農

業
協
同
組
合
』
と
共
に
新
品
種
開

発
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
新
種
の

ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
で
す
。

　

こ
の
ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
は
花

の
部
分
が
小
さ
く
、
全
体
的
に
コ

ン
パ
ク
ト
。
ま
た
、
暑
さ
や
寒
さ

な
ど
の
耐
候
性
に
優
れ
、
環
境
に

対
す
る
抵
抗
力
の
向
上
が
見
ら
れ

ま
す
。
開
発
の
き
っ
か
け
は
鉢
花

の
一
大
生
産
地
で
あ
る
岐
阜
県
で
、

県
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
品
種
を
作

り
出
し
た
い
と
い
う
、
生
産
者
の

熱
い
思
い
で
し
た
。
ま
た
岐
阜
市

の
産
学
共
同
研
究
開
発
助
成
が
受

け
ら
れ
た
こ
と
も
、
弾
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
開
発
に
は
研
究
室
で
長
年

研
究
を
続
け
て
き
た
、
倍
数
性
の

技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
倍
数
性

と
は
、
染
色
体
の
数
を
3
倍
や
4

倍
な
ど
に
倍
加
す
る
こ
と
で
、
花

の
色
や
形
、
香
り
な
ど
、よ
り
良
い

形
質
を
持
つ
品
種
を
育
成
す
る
方

新品種を作出するなど、
今後も先生と共に生産技術
向上を目指します。

　福井先生とは、『岐阜花き流通セ
ンター農業協同組合』のセミナー
の講師として、15年前に知り合いま
した。現在はスーパーアドバイザー
として、勉強会を開いてくださって
います。私はスパティフィラムをメ
インに鉢花を生産していますが、夏
の酷暑が最大の問題でした。それ
を相談したことが、今回の品種改
良のきっかけです。
　我々の仕事は、先生が組織培養
してから約2ヵ月後、数センチの苗
の状態から栽培することから始まり
ます。無菌状態で培養された苗は、
自力で水を吸えないので、一定の
期間、培養土に移し、湿度を一定
に保ちます。こうして1ヵ月ほど大気
に慣れさせると、自分で生きる力が
ついてきます。その後も成長に合わ
せて鉢を変えていき、実際に出荷す
るまでトータルで1年半かかります。
今後も、現場との繋がりを大切にす
る、気さくな福井先生に問題を相談
しながら、生産技術を向上させて
いきたいですね。

農業生産法人
有限会社フラワーウイング
代表取締役

高木 兼雄さん

岐
阜
独
自
の

観
葉
植
物
の
新
品
種
を
開
発

4倍体のスパティフィラム 岐
阜
県
は
園
芸
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
生
産
量
は
全
国
３
位
。

し
か
し
、
25
年
前
は
全
国
13
位
だ
っ
た
。

こ
の
10
数
年
間
で
生
産
量
が
伸
び
た
陰
に
は
、

地
元
の
園
芸
業
界
と
岐
阜
大
学
と
の
密
接
な
連
携
が
あ
る
。

２
０
１
２
年
、
生
産
者
の
声
を
受
け
て
開
発
し
た
観
葉
植
物
の
新
品
種
が

世
界
最
大
の
園
芸
博
覧
会
で
優
秀
品
種
に
認
定
さ
れ
た
。

応
用
生
物
科
学
部
園
芸
学
研
究
室
の
福
井
博
一
教
授
に
、

開
発
に
用
い
ら
れ
た
倍
数
性
の
技
術
と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

法
で
す
。
ま
ず
特
殊
な
薬
品
を
使

用
し
て
、
染
色
体
を
2
倍
に
操
作

し
ま
す
。
し
か
し
、薬
品
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
り
、
使
用
す
る
薬
品

の
種
類
は
も
と
よ
り
、濃
度
、組
織

の
ど
こ
に
ど
う
い
う
状
態
で
与
え

る
か
な
ど
、
組
み
合
わ
せ
は
無
数

に
あ
り
ま
す
。
一
番
効
率
的
に
4

倍
体
の
現
象
が
表
れ
る
組
み
合
わ

せ
を
検
証
す
る
た
め
、
何
千
も
の

個
体
を
1
個
体
ず
つ
分
析
し
た
結

果
、
あ
る
1
個
体
に
４
倍
体
の
現

象
が
表
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
個
体

を
培
養
技
術
で
大
量
に
増
や
す
た

め
、
新
た
に
方
法
や
条
件
を
開
発
。

こ
の
よ
う
に
課
題
を
一
つ
ず
つ
ク

リ
ア
し
、
実
用
的
な
新
品
種
の
開

発
に
成
功
。
研
究
に
は
、
実
に
3

年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。

産
業
界
に
評
価
さ
れ
る
品
種
こ
そ
、

価
値
が
あ
る
。

　

花
の
部
分
が
妖
精
の
羽
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
を
『
フ
ェ
ア

リ
ー
ウ
ィ
ン
グ
』
と
名
付
け
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
種
苗
登
録
を

し
た
後
、
世
界
最
大
の
園
芸
博
覧

会
『
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
2
0
1
2
』

に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
金
賞
・
優

秀
品
種
に
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
後
は
岐
阜
大
学
の
付
属
農
場

で
の
生
産
販
売
と
、
岐
阜
花
き
流

通
セ
ン
タ
ー
で
種
苗
を
管
理
し
て

も
ら
い
、
岐
阜
県
の
生
産
者
に
生

産
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
岐
阜
大
学
と
し
て
は
、
こ

の
種
苗
登
録
が
第
1
号
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
生
産
者
と
共

に
品
種
改
良
等
に
励
み
、
産
業
界

で
評
価
さ
れ
る
品
種
を
作
り
出
し

て
い
き
ま
す
。

園
芸
は
感
性
に
訴
え
る
産
業
。

環
境
問
題
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

園
芸
産
業
は
心
を
豊
か
に
す

る
産
業
で
す
。
例
え
ば
、
農
作
物

は
残
留
農
薬
が
問
題
視
さ
れ
ま

す
が
、
花
は
食
べ
物
で
は
な
い
の

で
、
関
係
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
花
は
感
性
に
関
わ

る
商
品
な
の
で
、
農
薬
漬
け
で
栽

培
し
て
い
る
と
い
う
噂
だ
け
で
イ

メ
ー
ジ
が
悪
く
な
り
、
消
費
者
は

購
買
意
欲
を
無
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
生
産
現
場
の
環
境
改
善
に
つ

い
て
の
提
案
も
、
大
切
な
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
輸
入

花
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
日

本
な
ら
で
は
の
商
品
作
り
等
、
産

業
発
展
の
た
め
に
、
今
後
ま
す
ま

す
生
産
技
術
と
流
通
の
タ
イ
ア
ッ

プ
が
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

研究室の
学生に聞く

園芸植物の倍数体を用いた育種を研
究しており、フェアリーウィングの研
究にも携わりました。研究の成果が
出た時は純粋に喜び、予想外の時は
考え、調べ、次に生かす。研究の積
み重ねが、園芸産業への貢献につな
がることにやりがいを感じ、やる気が
出ます。

大学院連合農学研究科
生物生産科学専攻 2年

小笠原 利恵さん

福井教授とタッグを
組んだ企業の思い

1

2

3

ス パ テ ィ フ ィ ラ ム ×
倍
数
性
の
技
術

岐阜大学応用生物科学部
園芸学研究室 教授

福井 博一
with 有限会社フラワーウイング
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